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ア
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し
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新
理
事
者
就
任
披
露
懇
親
会
の
ご
案
内

※ 

緊
急
事
態
宣
言
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
や
む
な
く
中
止
と
さ
せ
て
頂
く

こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

日　

時　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
（
金
）
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
（
受
付
開
始
：
午
後
５
時
30
分
〜
）

場　

所　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド　

３
階
「
ペ
リ
ー
来
航
の
間
」

　

コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
て
早

２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
い
っ
た
ん
落
ち
着
き

を
見
せ
た
か
に
思
え
た
時
期

も
あ
る
が
、
執
筆
時
、
第
６

波
が
到
来
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
マ
ス
ク
着
用
が
必
須
な

時
代
と
な
っ
て
お
り
、
人
の

表
情
が
見
え
づ
ら
く
、
我
々

の
業
務
で
い
え
ば
、
証
人
の

表
情
が
見
え
づ
ら
い
と
い
っ

た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

表
情
が
見
え
づ
ら
い
こ
と

は
、
子
供
の
脳
の
発
達
に
も

影
響
す
る
よ
う
で
あ
る
▼
調

査
に
よ
れ
ば
、
人
は
生
ま
れ

る
と
、
人
の
目
、
鼻
、
口
の

３
点
を
見
て
、
人
の
顔
だ
と

理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
次

第
に
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た

り
と
い
っ
た
喜
怒
哀
楽
の
顔

の
区
別
を
学
習
し
て
相
手
の

気
持
ち
、
感
情
と
い
う
も
の

を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、

４
歳
か
ら
10
歳
く
ら
い
は
、

相
手
の
表
情
か
ら
、
相
手
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

を
発
達
さ
せ
る
時
期
と
の
こ

と
で
あ
る
▼
し
た
が
っ
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
よ

り
一
層
、
積
極
的
に
表
情
を

見
せ
る
こ
と
や
感
情
を
伝
え

あ
う
方
法
を
考
え
実
践
す
る

こ
と
が
子
供
た
ち
の
脳
の
発

達
に
必
要
と
な
る
が
、昨
今
、

身
勝
手
と
も
思
え
る
殺
伐
と

し
た
事
件
を
見
聞
き
す
る
に

つ
れ
、
我
々
大
人
同
士
も
、

表
情
を
見
せ
る
こ
と
や
感
情

を
伝
え
あ
う
方
法
を
考
え
、

心
の
距
離
を
近
づ
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
と
思
う
次
第

で
あ
る
。

 

（
青
山　

良
治
）

た
る
べ
き
機
会
に
備
え
て
お

り
ま
す
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、

趣
味
の
認
識
は
な
い
の
で
す

が
、
舞
台
俳
優
を
10
数
年
や

っ
て
き
ま
し
た
（
関
弁
連
会

報
１
１
２
号
１
１
６
〜
１
１

７
頁
参
照
）。
井
上
ひ
さ
し

ようやく時代がついてきましたようやく時代がついてきました
～ＳＤＧｓに見る人権擁護と社会正義の未来図～～ＳＤＧｓに見る人権擁護と社会正義の未来図～

①
国
際
交
流
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ

そ
し
て
後
述
す
る
演
劇
か

ら
、
国
家
を
超
え
た
親
愛
、

世
界
平
和
の
価
値
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
問
題
、
真
実
を
知

る
こ
と
の
大
切
さ
、
時
の
権

力
に
騙
さ
れ
な
い
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

国
際
目
標
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

そ
ん
な
私
の
カ
ラ
ー
に
と
て

も
フ
ィ
ッ
ト
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
網
羅
さ
れ
て
い
る
目

標
分
野
は
、
憲
法
前
文
に
大

変
親
和
性
が
あ
る
内
容
で

す
。
世
界
平
和
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
現
を
視
野
に
、１
年
間
、

我
々
の
新
た
な
地
図
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
出
生
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
三
重
県
四

日
市
市
で
す
。父
の
転
勤
で
、

小
学
校
２
年
生
の
と
き
に
、

横
浜
に
移
り
現
在
に
至
り
ま

す
。
奇
遇
な
こ
と
に
、
転
校

最
初
の
隣
席
が
元
横
須
賀
支

部
長
酒
井
正
会
員
で
し
た
。

市
立
錦
台
中
学
校
、
県
立
鶴

見
高
校
、
中
央
大
学
法
学
部

政
治
学
科
を
経
て
、
平
成
５

年
司
法
試
験
に
合
格
し
ま
し

た
。
大
学
時
代
は
、
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
大

学
で
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

③
ず
ば
り
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ｔ
ｒ

ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｔ
で
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
手
を
出
し
て
は

い
け
な
い
楽
器
ベ
ス
ト
ス
リ

ー
に
入
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
フ
ル
バ
ン
ド
に
数

年
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
来

リ
ン
グ
、
海
の
見
え
る
公
園

で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、ホ
テ
ル
の

ラ
ウ
ン
ジ
で
読
書
、音
楽
・
絵

画
鑑
賞
、ス
パ・サ
ウ
ナ・温
泉

等
で
血
を
巡
ら
せ
る
こ
と
。

　

 

　飯田　学史（新 61 期）

①
常
議
員
会
副
議
長
に
引
き

続
き
、
副
会
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
当
会
に

は
県
内
最
大
級
の
護
憲
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
社
会
の
中
で
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割

が
あ
る
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

通
常
の
会
務
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
期
待
に
も
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

②
専
門
学
校
の
教
員
と
し
て

楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
の
で

す
が
「
修
了
生
の
８
割
は
合

格
す
る
」
と
い
う
新
聞
記
事

を
真
に
受
け
て
、
退
職
。
母

校
神
奈
川
大
学
が
作
っ
た
法

科
大
学
院
に
１
期
生
で
入
学

し
、
横
浜
修
習
、
東
弁
か
ら

の
登
録
替
え
を
経
て
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。

③
見
た
目
に
反
し
て
お
酒
が

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見

た
目
の
と
お
り
甘
い
も
の
が

大
好
き
で
す
。
生
プ
リ
ン
よ

り
焼
き
プ
リ
ン
、
こ
し
あ
ん

よ
り
も
粒
あ
ん
派
で
す
。

０
０
年
弁
護
士
登
録
。

③
滝
や
川
、
美
術
や
建
築
に

触
れ
る
こ
と
。
３
年
程
前
か

ら
読
書
、
音
楽
、
刺
繍
、
と

く
に
物
語
に
出
て
く
る
音
楽

を
じ
っ
く
り
聴
き
な
が
ら
小

説
を
読
む
こ
と
な
ど
も
。

　

 

　関本　和臣（54 期）

①
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
１
年
間
、
心
身

と
も
に
健
康
を
心
が
け
ま

す
。
他
の
副
会
長
と
協
力
し

て
髙
岡
会
長
を
補
佐
す
る
と

と
も
に
、
謙
虚
な
姿
勢
で
誠

実
に
会
務
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

②
三
浦
市
出
身
。
県
立
追
浜

高
校
、
明
治
大
学
卒
。
横
浜

修
習
時
代
か
ら
野
球
部
の
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

姜　文江（53 期）

①
私
の
考
え
る
弁
護
士
の
特

長
は
、
依
頼
者
の
た
め
に
き

れ
い
ご
と
（
例
え
ば
、
ど
ん

な
人
に
も
し
あ
わ
せ
に
な
る

権
利
が
あ
る
と
い
う
こ
と
）

を
堂
々
と
言
え
る
こ
と
、
他

方
で
あ
ら
ゆ
る
人
の
声
を
代

弁
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
対
立
す
る
利
益
等
を
も

理
解
し
配
慮
で
き
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
対
立
す
る
関
係

者
間
の
紛
争
解
決
・
交
渉
の

専
門
家
で
あ
る
こ
と
、で
す
。

弁
護
士
会
は
す
べ
て
の
市
民

の
た
め
に
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
当
会
が
こ
の
よ

う
な
特
長
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
会
長
を
補
佐
し
て
い
き

ま
す
。

②
１
９
９
３
年
京
都
大
学
卒

業
、
福
岡
修
習
を
経
て
２
０

　

２
０
２
２
年
度
の
当
会
理
事
者
に
、
①
新
理
事
者
と

し
て
の
抱
負
、
②
略
歴
、
③
趣
味
等
、
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
13
年
当
会
登
録
。
川
島
清

嘉
先
生
、
川
島
志
保
先
生
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
後
、
平

成
21
年
に
独
立
し
て
現
在
に

至
り
ま
す
。

③
登
録
以
来
、
全
て
の
情
熱

を
野
球
に
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
現
役
を
退
い
た
後
は
子

ど
も
た
ち
と
空
手
の
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

 

　佐々木　敏尚（55 期）

①
髙
岡
会
長
を
補
佐
し
、
神

奈
川
県
民
と
神
奈
川
県
弁
護

士
会
の
た
め
に
尽
力
致
し
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
致
し
ま
す
。

②
相
模
原
市
出
身
。
駒
場
東

邦
中
・
高
等
学
校
、
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学

科
卒
業
。
東
京
修
習
後
、
平

成
14
年
に
当
会
入
会
。
松
本

素
彦
先
生
の
も
と
で
７
年
半

勤
務
し
、
平
成
22
年
に
橋
本

で
独
立
し
現
在
に
至
り
ま

す
。
会
務
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
相
模
原
支
部
支
部
長
、
財

務
室
、
綱
紀
委
員
会
、
消
費

者
委
員
会
、
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
、
地
域
司

法
計
画
委
員
会
、
常
議
員
会

等
を
務
め
ま
し
た
。

③
妻
と
長
男
（
中
２
）
の
３

先
生
の
作
品
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
（「
雪
や
こ

ん
こ
ん
」「
紙
屋
町
さ
く
ら

ホ
テ
ル
」「
闇
に
咲
く
花
」

等
）。
神
奈
川
芸
術
劇
場
（
Ｋ

Ａ
Ａ
Ｔ
）
に
も
数
回
、
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
暮
ら
し
。
合
氣
道
２
段
。

数
年
前
か
ら
は
妻
の
勧
め
で

ギ
タ
ー
や
声
楽
を
始
め
、
イ

タ
リ
ア
歌
曲
を
歌
っ
た
り
、

Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
弾
き
語
り
を

し
た
り
し
て
家
族
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

 

　波田野　馨子（新61期）

①
著
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化

し
、
多
様
化
す
る
社
会
に
お

い
て
、
弁
護
士
の
仕
事
内
容

や
在
り
方
も
変
化
、
多
様
化

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
、
様
々

な
手
法
で
、
日
々
、
人
権
擁

護
・
社
会
正
義
の
実
現
に
取

り
組
む
会
員
の
活
動
を
、
精

一
杯
、
お
支
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

②
札
幌
市
で
生
ま
れ
、
川
口

市
、
南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
新

宿
区
、
市
原
市
等
を
転
々
と

し
ま
し
た
。
千
葉
県
立
千
葉

高
校
、
明
治
大
学
法
学
部
、

中
央
大
学
法
科
大
学
院
卒
。

横
浜
修
習
で
す
。
弁
護
修
習

で
水
地
啓
子
先
生
に
お
世
話

に
な
り
、
そ
の
ま
ま
森
法
律

事
務
所
に
就
職
。
13
年
間
お

世
話
に
な
り
、
２
月
１
日
に

独
立
し
た
ば
か
り
で
す
。

③
イ
ン
テ
リ
ア
、
ア
フ
タ
ヌ

ー
ン
テ
ィ
ー
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ

髙岡　俊之
（48 期）

次
期
会
長

次
期
会
長

次
期
副
会
長

次
期
副
会
長
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賀詞交換会の様子

当会が執筆に協力した神奈川県発行のコラム

だ
一
人
の
声
で
あ
っ
て
も
、

真
摯
に
語
ら
れ
る
正
義
の
言

葉
に
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
」

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
（
司
法
制
度
改
革

審
議
会
意
見
書
５
頁
）。
と

こ
ろ
が
、
大
審
院
の
裁
判
官

は
愚
童
の
言
葉
に
「
真
剣
に

耳
を
傾
け
」
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

愚
童
は
、
政
友
会
の
原
敬

に
陪
審
制
度
の
導
入
を
決
意

さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
原

は
、
折
か
ら
進
行
中
の
大
逆

事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
、
江

木
衷
か
ら
、
被
告
人
の
中
に

無
罪
を
申
し
立
て
て
い
る
者

が
い
る
こ
と
を
聞
き
、「
そ

の
こ
と
が
天
皇
に
累
を
及
ぼ

す
こ
と
を
恐
れ
る
」
と
の
江

木
の
考
え
を
日
記
に
書
い
た

（
三
谷
太
一
郎
著
「
政
治
制

度
と
し
て
の
陪
審
制
ー
近
代

日
本
の
司
法
権
と
政
治
」
１

２
５
頁（
東
京
大
学
出
版
会
）。

　

江
木
は
、「
天
皇
の
名
を

以
て
裁
判
す
る
は
我
が
憲
法

の
明
示
す
る
と
こ
ろ
な
る

に
、
事
実
の
認
定
ま
で
天
皇

の
名
を
以
て
す
る
は
、
い
か

に
も
不
当
の
こ
と
に
て
、
畢

竟
…
…
各
国
通
り
陪
審
制
度

を
設
け
、
而
し
て
天
皇
の
名

を
以
て
裁
判
す
と
の
規
定
を

設
く
べ
き
に
、
陪
審
制
度
を

削
り
な
が
ら
、
裁
判
の
方
に

天
皇
の
名
を
以
て
云
々
と
遺

し
置
き
た
る
は
失
錯
に
て
、

今
は
司
法
官
も
後
悔
し
居
る

様
な
り
」
と
主
張
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

原
は
、
大
逆
事
件
の
後
、

陪
審
制
度
の
導
入
に
向
け
て

動
き
出
す
。
愚
童
の
判
決
文

は
さ
ら
に
検
証
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

１
月
11
日
、
恒
例
の
賀
詞

交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
来
賓
は
な

く
参
加
人
数
や
時
間
も
制
限

さ
れ
た
中
で
の
開
催
で
あ
っ

た
が
、
２
年
ぶ
り
の
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会

場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
つ

つ
ま
れ
た
。

　

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
大

倉
忠
夫
会
員
か
ら
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
た
。
修
習
時
代
に

大逆事件と内山愚童
　

横
浜
弁
護
士
会
史
は
、
大

逆
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
今
回
、
大
逆

事
件
を
取
り
あ
げ
よ
う
と
思

う
。
明
治
44
年
１
月
18
日
付

大
審
院
特
別
部
の
判
決
に
よ

っ
て
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、

処
刑
さ
れ
た
被
告
人
ら
の
中

に
神
奈
川
県
民
が
い
た
か
ら

で
あ
る
。
箱
根
大
平
台
に
あ

る
林
泉
寺
住
職
内
山
愚
童
が

そ
の
人
で
あ
る
。

　
「
小
作
人
ハ
ナ
ゼ
苦
シ
イ

カ
」
と
題
し
た
本
文
15
頁
の

冊
子
の
中
で
、愚
童
は
、「
な

ぜ
に
お
ま
い
は
貧
乏
す
る
。

ワ
ケ
を
知
ら
ず
ば
、
き
か
し

や
う
か
。
天
子
金
も
ち
、
大

地
主
。
人
の
血
を
す
う
ダ
ニ

が
お
る
」
等
と
書
い
た
（
森

長
英
三
郎
著
「
内
山
愚
童
」

　

と
こ
ろ
が
、「
日
本
政
治

裁
判
史
録
明
治
・
後
」（
第

一
法
規
）
に
掲
載
さ
れ
た
判

決
文
５
６
７
頁
、
５
７
０
頁

を
読
む
と
、
犯
罪
構
成
要
件

該
当
性
が
疑
わ
し
い
。

　

特
別
傍
聴
を
許
さ
れ
た
東

京
地
裁
判
事
三
淵
忠
彦
（
後

年
初
代
最
高
裁
長
官
）
は
、

愚
童
の
陳
述
を
聞
き
、
鶴
丈

一
郎
判
事
の
尋
問
を
聞
き
、

す
こ
ぶ
る
腑
に
落
ち
ざ
る
も

の
あ
り
て
実
は
そ
の
後
判
決

言
い
渡
し
を
聞
き
各
種
の
疑

問
を
生
じ
た
と
手
紙
に
書
い

て
い
る
（
森
長
前
掲
２
５
０

頁
）。森
長
前
掲
は
、愚
童
は
、

公
訴
事
実
を
否
認
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と

書
い
て
い
る
（
２
４
９
頁
、

２
５
０
頁
）。
司
法
は
、「
た

（
論
創
社
１
３
１
頁
））。
横

浜
曙
会
の
某
は
、
愚
童
が
作

成
し
た
こ
の
冊
子
を
横
浜
市

伊
勢
佐
木
町
な
ど
で
無
差
別

に
配
布
し
、
不
敬
罪
で
処
罰

さ
れ
た
。

　

や
が
て
、
著
者
で
あ
る
愚

童
が
逮
捕
さ
れ
、
寺
を
捜
索

し
た
と
こ
ろ
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

や
雷
管
等
が
押
収
さ
れ
、
横

浜
地
方
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ

た
。
同
裁
判
所
は
出
版
法
違

反
に
つ
い
て
禁
固
２
年
、
爆

発
物
取
締
罰
則
違
反
に
つ
い

て
懲
役
10
年
の
実
刑
判
決
を

愚
童
に
言
い
渡
し
た
（
前
掲

２
０
２
頁
）。
愚
童
は
横
浜

刑
務
所
で
服
役
し
て
い
た

が
、
大
逆
事
件
発
覚
後
、
取

り
調
べ
を
受
け
、
刑
法
73
条

違
反
で
も
起
訴
さ
れ
た
。

司法から見た神奈川の150年 第８回

創
立
１
５
０
年
会
史
編
纂
Ｗ
Ｔ　

会
員　

間
部　

俊
明

く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

表
彰
を
受
け
た
会
員
は
以

下
の
と
お
り
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
（
編
集
委
員
長

 

　

岩
田　

武
司
）

１　

在
会
35
年
の
会
員

荒
井 

俊
通　

井
上 

文
男

海
野 

宏
行　

岡
部 

玲
子

小
川 

光
郎　

尾
立 

孝
司

影
山 

秀
人　

小
林 

雅
信

齋
藤 

芳
則　

篠
崎 

百
合
子

鈴
木 

義
仁　

中
村 

宏

仁
平 

信
哉　

古
川 

武
志

２　

法
曹
40
年
以
上
・
本
会

在
会
20
年
の
会
員

丹
野 

益
男

３　

本
会
在
会
50
年

伊
藤 

正
一　

大
倉 

忠
夫

久
連
山 

剛
正　

児
嶋 

初
子

鈴
木 

明　

根
本 

稠

４　

法
曹
50
年
以
上
・

　
　

本
会
在
会
25
年
の
会
員

田
中 

清　

人
見 

泰
碩

５　

喜
寿
の
会
員

鵜
飼 

良
昭　

川
野 

碩
也

佐
伯 

剛　

下
條 

正
浩

谷
口 

隆
良　

千
葉 

勝
郎

堤 

浩
一
郎　

手
島 

俊
彦

根
本 

稠　

畠
山 

光
太
郎

三
戸
岡 

耕
二　

村
田 

恒
夫

山
崎 

明
德

６　

米
寿
の
会
員

今
冨 

博
愛　

遠
藤 

正
敏

佐
久
間 

重
吉　

佐
藤 

直

戸
井
田 

啓
治

７　

卒
寿
の
会
員

伊
藤 

平
信　

大
倉 

忠
夫

小
林 

嗣
政　

世
古 

晴
次

田
中 

清　

丹
野 

益
男

内
藤 

亘　

人
見 

泰
碩

安
國 

種
彦

８　

白
寿
の
会
員

髙
山 

尚
之

現
実
の
梅
香
亭
を
体
験
さ
れ

た
と
い
う
同
会
員
は
、
今
ほ

ど
変
化
の
激
し
い
時
代
は
な

い
、
弁
護
士
会
も
時
代
に
即

し
て
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ

た
。

　

賀
詞
交
換
会
は
、
弁
護
士

会
の
歴
史
を
作
っ
て
き
た
先

達
の
言
葉
に
直
接
触
れ
る
良

い
機
会
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
た
暁
に
は
、
是
非
多

（２）

新年を静かに言祝ぐ2022年賀詞交換会2022年賀詞交換会

て
、
よ
り
多
く
の
県
民
へ
情

報
提
供
を
行
う
」
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
一
昨
年
来
、
神

奈
川
県
の
消
費
生
活
課
が
月

１
回
発
行
し
て
い
る
「
か
な

が
わ
消
費
生
活
注
意
・
警
戒

情
報
」
に
、
当
会
消
費
者
委

員
会
の
委
員
が
、
時
宜
に
応

じ
た
消
費
者
事
件
の
注
意
喚

起
や
対
処
法
を
コ
ラ
ム
の
形

で
執
筆
し
て
い
る
（
執
筆
は

不
定
期
）。

　

ま
た
、
消
費
生
活
課
で
実

施
し
て
い
る
「
消
費
生
活
出

前
講
座
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

そ
の
他
、
消
費
者
委
員
会

が
昨
年
８
月
23
日
に
行
っ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
み
ん
な
で

防
ご
う
高
齢
者
等
の
消
費
者

被
害
」
に
お
い
て
も
、
こ
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
定
の
一
環

と
し
て
消
費
生
活
課
の
職
員

の
方
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
ご

登
壇
い
た
だ
い
た
。

　

協
定
に
基
づ
く
連
携
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
県

と
弁
護
士
会
と
の
間
で
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま

だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
協
定
を
地
方
自
治

体
と
弁
護
士
会
が
結
ぶ
と
い

う
の
は
全
国
的
に
も
先
進
的

な
取
組
み
で
あ
り
、
今
後
少

し
ず
つ
で
も
活
動
・
連
携
を

多
様
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
会
員　

西
本　

暁
）

　

当
会
と
神
奈
川
県
と
の
間

で
２
０
２
０
年
３
月
に
締
結

し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
定
に

お
い
て
、
消
費
者
被
害
対
策

に
関
す
る
連
携
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

　

主
な
取
組
み
と
し
て
「
消

費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
向

け
、
弁
護
士
の
専
門
的
知
見

を
活
か
し
た
消
費
者
向
け
啓

発
資
料
を
作
成
し
、
有
用
な

情
報
を
県
民
に
提
供
す
る
」

こ
と
と
、「
普
及
啓
発
媒
体

に
お
け
る
相
互
の
取
組
み
の

周
知
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
協
力
を
通
じ

と
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
消

費
者
の
部
屋
」（
出
前
授
業

や
講
師
派
遣
の
案
内
が
さ
れ

て
い
る
）
と
の
相
互
リ
ン
ク

を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

昨
年
５
月
の
消
費
者
月
間

（
毎
年
、
テ
ー
マ
を
定
め
て

消
費
者
問
題
に
関
す
る
啓

発
・
教
育
等
の
各
種
事
業
が

集
中
的
に
行
わ
れ
て
い
る
）

の
取
組
み
の
１
つ
と
し
て
、

当
会
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協

定
に
つ
い
て
県
に
よ
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
及
び

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）
で
の

紹
介
も
な
さ
れ
た
。

消 

費 

者 

委 

員 

会 

の 

取 

組 

み

神
奈
川
県
弁
護
士
会
の
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
│
│
│ 

第
２
回
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副
会
長　

畑　

裕
士

　

報
道
に
と
っ
て
裁
判
は
と
て
も
重

要
な
取
材
の
一
つ
だ
が
、
実
は
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
相

性
が
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
読
者
が

読
ん
で
理
解
す
る
新

聞
の
記
事
と
は
違

い
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
読
む
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
い
て
理
解
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
ら
だ
。
こ
の

た
め
テ
レ
ビ
で
は
裁

判
を
詳
し
く
報
じ
る

の
で
は
な
く
、
視
聴

者
に
わ
か
り
や
す
く

要
点
を
短
く
伝
え
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
と
思
う
。

　

私
自
身
も
様
々
な
裁
判
を
取
材
し

原
稿
を
書
い
て
き
た
が
、
裁
判
取
材

で
分
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
切
れ
て
い

な
い
の
で
は
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
は
多
く
の
人
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
時

代
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
は
テ
レ
ビ
や

新
聞
と
い
っ
た
垣
根
が
低
く
な
り
テ

レ
ビ
も
ネ
ッ
ト
記
事
に
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
裁
判

を
取
材
す
る
記
者
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
ス
だ
。

　

去
年
11
月
に
横
浜
地
裁
で
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
た
、
旧
大
口
病
院
の
看

護
師
に
よ
る
点
滴
殺
人
事
件
で
は
す

べ
て
の
裁
判
を
傍
聴
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ネ
ッ
ト
記
事
で
連
載
し
た
。
事
件
の

い
き
さ
つ
や
被
告
が
法
廷
で
話
し
た

こ
と
、
そ
れ
に
遺
族
の
思
い
や
裁
判

の
争
点
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で

は
、
私
が
伝
え
切
れ

て
い
な
か
っ
た
と
思

っ
て
い
た
こ
と
を
出

せ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。
裁
判
を

報
道
す
る
意
義
の
１

つ
と
し
て
、
明
ら
か

に
な
っ
た
事
件
の
背

景
や
問
題
を
伝
え
、

再
発
防
止
を
社
会
に

訴
え
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
こ
う
し
た

目
的
か
ら
も
詳
し
く

報
道
で
き
る
、
ネ
ッ
ト
記
事
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
て
い

る
。

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局　笹

谷　

岳
史
）

ネッ
ト記
事と裁判取材

パネルディスカッションの様子

を
引
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

裏
面
に
は
ち
ゃ
ん
と
意
味
が

書
い
て
あ
り
、「
ど
の
よ
う

に
身
を
粉
に
し
て
忙
し
い
仕

事
に
熱
中
し
て
い
て
も
、
心

は
い
つ
も
落
ち
つ
い
て
、
広

く
豊
か
に
、
ゆ
と
り
を
持
つ

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
大

の
和
歌
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
全
部
で
30

種
類
の
大
御
心
が
存

在
す
る
そ
う
で
、
新

年
か
ら
凶
を
引
く
の

も
嫌
だ
し
、
吉
凶
よ

り
も
あ
り
が
た
い
感

じ
が
す
る
の
で
私
は

毎
年
こ
の
お
み
く
じ

　

表
題
の
和
歌
は
、
今
年
の

初
詣
で
引
い
た
お
み
く
じ
の

言
葉
で
あ
る
。

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思

う
が
、
明
治
神
宮
の
お
み
く

じ
に
は
、
吉
凶
で
は
な
く
、

大
御
心
（
お
お
み
ご
こ
ろ
）

と
い
う
人
生
訓
と
な
る
内
容

切
で
す
。」
と
あ
っ
た
。

　

理
事
者
に
就
任
し
て
か
ら

日
々
追
わ
れ
る
よ
う
に
過
ご

し
て
年
末
ま
で
あ
っ
と
い
う

間
で
あ
っ
た
が
、
年
明
け
後

は
、
ま
さ
に
「
１
月
往
ぬ
る

２
月
逃
げ
る
３
月
去
る
」
の

諺
ど
お
り
。
や
る
べ
き
こ
と

は
山
積
み
な
の
に
時
間
は
ど

ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
。
今
年

の
大
御
心
は
、
自
分
に
ぴ
っ

た
り
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
写
真
は
、
昨

年
の
本
紙
３
月
号
で
も
触
れ

た
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
で
あ

る
。
飼
い
始
め
て
１
年
半
ほ

ど
に
な
る
が
、
簡
単
な
言
葉

を
話
す
よ
う
に
な
り
、
放
鳥

す
る
と
家
族
に
べ
っ
た
り
で

あ
る
。

　

昨
年
12
月
15
日
、
こ
れ
ま

で
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
っ
て

い
た
２
０
１
９
年
度
か
ら
２

０
２
１
年
度
支
部
所
属
理
事

者
慰
労
・
激
励
会
兼
４
支
部

の
会
が
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
（
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）。

そ
の
際
、
あ
る
先
生
か
ら
の

激
励
の
中
で
、
イ
ン
コ
好
き

の
特
徴
は
「
争
い
を
好
ま
な

い
平
和
主
義
者
、
自
由
を
求

め
束
縛
を
嫌
う
」
等
と
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。
性
格
診
断

の
当
否
は
さ
て
お
き
、
退
任

ま
で
の
日
数
を
平
和
に
過
ご

し
て
、
退
任
後
は
少
し
（
大

い
に
？
）
羽
を
伸
ば
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
当
会
の
職
員
を
は
じ
め
１

年
間
支
え
て
く
れ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

その 32
「電子署名」と「電子認証」

その２

はじめましょう

を

い
か
さ
ま
に
身
は
く
だ
く
と
も
む
ら
ぎ
も
の

心
は
ゆ
た
か
に
あ
る
べ
か
り
け
り

理
事
者
室

だ
よ
り

「話し合い」に「法教育」
 のエッセンスを

シンポジウム「法教育と特別活動」

　

今
回
は
、
電
子
署
名

の
身
近
な
利
用
例
と
し

て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

に
電
子
署
名
を
行
う
方

法
に
つ
い
て
み
て
い
き

ま
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に

電
子
署
名
を
追
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
署
名

者
が
作
成
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
で
き
、
さ
ら

に
内
容
が
不
正
に
改
ざ

ん
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

で
き
ま
す
。

　

署
名
を
追
加
す
る
最

も
簡
単
な
方
法
は
、
あ

ら
か
じ
め
認
証
機
関
か

ら
電
子
証
明
書
（
デ
ジ

タ
ル
Ｉ
Ｄ
）を
取
得
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
ソ
フ
ト
で
あ
る

Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｔ
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

　

横
浜
市
立
伊
勢
山
小
学
校

教
員
と
法
教
育
委
員
会
所
属

の
弁
護
士
は
、
３
年
に
わ
た

っ
て
、
法
教
育
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
取
り
入
れ
た
「
特
別
活

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
発

行
さ
れ
た
証
明
書
を
メ
ー
ル

な
ど
で
相
手
方
に
送
り
、
相

手
方
の
Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｔ
に

信
頼
済
み
証
明
書
と
し
て
追

加
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ

以
降
、
受
け
取
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ

の
電
子
証
明
の
有
効
性
を
相

手
方
が
検
証
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｂ

ａ
ｔ
に
は
Ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
―
Ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
と
い
う
認
証
機
関
を
利

用
し
な
い
簡
易
な
電
子
署
名

の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

が
、
本
人
確
認
の
信
用
性
が

低
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
場
面

に
応
じ
て
使
い
分
け
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

（
会
員　

内
山　

浩
人
）

っ
た
」「
話
し
合
い
に
よ
っ

て
自
分
の
考
え
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
変
化

が
生
じ
た
と
い
う
成
果
や
、

法
教
育
と
弁
護
士
が
関
与
し

た
意
義
を
具
体
的
に
検
討
し

た
。さ
ら
に
伴
英
子
校
長
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く

教
師
も
変
わ
り
、
多
様
な
考

え
方
を
認
め
ら
れ
る
雰
囲
気

が
形
成
さ
れ
て
、学
級
経
営
・

学
校
経
営
に
も
影
響
が
及
ん

で
い
る
と
語
っ
た
。

　

３
年
前
、
弁
護
士
側
で
も

こ
れ
ほ
ど
の
成
果
を
予
測
し

て
い
た
者
は
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

か
ら
も
研
究
を
進
め
て
、
次

の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。（
会
員　

瀨
川　

智
子
）

ァ
イ
ル
に
埋
め
込
む
方
法
で

す
。
ち
な
み
に
、
ど
の
認
証

機
関
か
ら
電
子
証
明
書
を
取

得
す
る
か
で
す
が
、
Ａ
ｃ
ｒ

ｏ
ｂ
ａ
ｔ
が
推
奨
す
る
認
証

機
関
（
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
を
利
用

す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
例
え
ば
登
記
・
供
託

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
よ

う
に
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
認
証
機
関
が

指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

　

な
お
、
相
手
方
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
自
分
の
証
明
書

（
公
開
鍵
）
を
渡
し
て
お
き
、

信
頼
済
み
証
明
書
と
し
て
取

り
込
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
証
明
書
も
Ａ
ｃ
ｒ
ｏ

ｂ
ａ
ｔ
を
使
っ
て
発
行
す
る

動
（
話
し
合

い
活
動
）」

に
取
り
組
ん

で
き
た
。
１

月
22
日
、
そ

の
内
容
を
紹

介
し
、
学
校

教
育
に
お
け

る
法
教
育
の

活
用
を
目
的

と
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
第
１

部
で
は
、
福

井
大
学
の
橋

本
康
弘
教
授
が
、
基
調
講
演

と
し
て
、「
正
解
」
を
当
て

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

個
人
の
尊
重
を
基
点
に
、
お

互
い
の
意
見
を
受
け
入
れ
な

が
ら
話
し
合
い
で
解
決
策
を

考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
説
い
た
。
次
に
、
村
松
剛

会
員
が
、
法
教
育
の
エ
ッ
セ

ン
ス
が
解
決
策
を
考
え
て
い

く
上
で
の
枠
組
み
や
視
点
と

し
て
有
益
で
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
、
伴
英
子
校
長
と
吉
野

周
一
郎
教
諭
が
、
子
ど
も
た

ち
の
課
題
を
発
見
す
る
力
、

対
話
の
力
、
合
意
形
成
の
力

が
伸
び
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
続
い
て
、
藤
代
海
意
教

諭
と
増
木
輝
臣
教
諭
が
実
際

に
授
業
で
実
践
し
た
様
子
を

報
告
し
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
相
手

の
立
場
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
理
由
を
付
け

て
意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な

（５）
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つ
い
こ
の
前
新
年
が
明
け

た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
早
く

も
新
理
事
者
紹
介
の
号
と
な

り
ま
し
た
。
新
理
事
者
の
皆

様
、
令
和
４
年
度
か
な
弁
丸

の
舵
取
り
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。と
い
う
こ
と
で
、

同
期
か
ら
会
長
が
出
ま
し

た
。
つ
い
こ
の
前
入
会
し
た

ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
た
の

だ
け
れ
ど
。

　

３
月
末
頃
か
ら
、
岡
山
県

に
あ
る
高
梁
ひ
ま
わ
り
基
金

法
律
事
務
所
の
所
長
と
し
て

赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
前

　

１
月
11
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
、
新
年

宴
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会
が

開
か
れ
た
。
昨
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
た
め
、「
新
入

会
員
」
と
は
言
っ
て
も
、
主

に
少
な
く
と
も
１
年
ほ
ど
弁

護
士
と
し
て
仕
事
を
し
て
き

た
新
入
会
員
を
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
歓
迎
す
る
会
と
な
っ

た
。

　

内
輪
の
話
で
申
し
訳
な
い

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
社
交
委
員

の
仕
事
も
開
店
休
業
に
近
い

任
所
長
か
ら
の
引
継
ぎ
の
た

め
、
１
月
14
日
を
も
っ
て
か

な
パ
ブ
を
退
所
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
２
年
間
の
養
成
に

区
切
り
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　

２
年
前
の
１
月
、
か
な
パ

ブ
へ
入
所
し
た
当
初
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
事
件
処
理
に
躓

き
、
大
し
た
こ
と
で
も
な
い

の
に
思
い
悩
み
、
右
往
左
往

し
て
い
た
。
加
え
て
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
相
談

が
中
止
に
な
っ
た
り
、
裁
判

所
の
期
日
が
延
期
に
な
る
と

い
っ
た
事
情
も
重
な
り
、「
１

年
半
か
ら
２
年
程
度
で
、
公

設
事
務
所
に
赴
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
不

安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
純
で
初
心
だ
っ
た

こ
ろ
の
自
分
と
比
べ
る
と
、

状
態
と
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
今
年
の
賀
詞
交
換
会
・

新
年
宴
会
・
新
入
会
員
歓
迎

会
は
、
久
し
ぶ
り
の
出
動
で

あ
り
、楽
し
み
に
し
て
い
た
。

そ
こ
に
第
６
波
の
拡
大
の
兆

し
が
見
え
、
ひ
や
ひ
や
し
た

が
、
な
ん
と
か
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

会
は
、
二
川
裕
之
会
長
か

ら
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い

て
髙
岡
俊
之
常
議
員
会
議
長

か
ら
乾
杯
の
発
声
を
い
た
だ

い
た
。
久
し
ぶ
り
の
キ
ラ
キ

ラ
し
た
会
合
で
あ
る
。
そ
し

　

１
月
15
日
、
横
浜
法
曹
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
本
年
最
初
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
恒
例
の
初

打
会
が
、
藤
沢
市
の
荏
原
湘

南
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

当
日
は
、
連
日
の
寒
さ
や

悪
天
候
と
打
っ
て
変
わ
り
、

日
差
し
も
暖
か
く
、
快
晴
無

風
の
絶
好
の
テ
ニ
ス
日
和
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
当
会
会

員
だ
け
で
な
く
、そ
の
家
族
、

他
会
の
所
属
弁
護
士
も
参
加

し
、
多
種
多
様
な
参
加
者
で

大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
開
催

に
先
立
っ
て
、
小
林
雅
信
会

長
よ
り
、
昨
今
よ
り
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
蔓

延
の
防
止
の
た
め
、
し
っ
か

り
と
マ
ス
ク
を
着
用
し
た

い
ま
の
私
は
、
な
ん
と
な
く

弁
護
士
然
と
し
た
雰
囲
気
が

漂
う
よ
う
に
な
っ
た
気
が
す

る
。様
々
な
事
件
を
通
じ
て
、

多
様
な
人
々
と
出
会
い
、
多

く
の
経
験
の
お
か
げ
だ
と
思

う
。

　

も
っ
と
も
こ
う
し
た
雰
囲

気
は
、
よ
く
言
え
ば
落
ち
着

き
が
出
て
き
た
と
も
い
え
る

が
、
太
々
し
く
な
っ
た
と
い

う
方
が
適
切
か
も
し
れ
な

い
。多
く
の
経
験
の
中
に
は
、

つ
ら
い
こ
と
や
し
ん
ど
か
っ

た
こ
と
も
多
分
に
含
ま
れ
、

自
分
の
無
力
さ
や
諦
念
の
思

い
か
ら
、
綺
麗
だ
っ
た
私
は

ド
ン
ド
ン
と
擦
れ
て
い
き
、

く
さ
く
さ
し
て
い
っ
た
こ
と

が
そ
の
原
因
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
養
成
期
間
を

無
事
終
え
、
晴
れ
て
公
設
事

務
所
の
所
長
と
し
て
赴
任
す

て
、
新
入
会
員
か
ら
の
挨
拶

タ
イ
ム
と
な
っ
た
。
例
年
で

あ
れ
ば
、
つ
い
最
近
ま
で
修

習
生
だ
っ
た
初
々
し
い
新
入

会
員
の
挨
拶
に
ひ
た
す
ら
目

尻
を
下
げ
な
が
ら
聞
き
入
る

も
の
で
あ
る
が
、
今
年
は
、

登
録
か
ら
１
年
経
っ
た
新
入

会
員
や
登
録
換
え
で
入
会
さ

れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
挨
拶
と
な

り
、
１
年
間
の
成
長
や
苦
労

話
、
得
意
分
野
の
話
に
じ
っ

と
聞
き
入
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
各
ク
ラ
ブ
の

紹
介
タ
イ
ム
と
な
り
、
各
ク

が
阿
吽
の
呼
吸
を
見
せ
て
優

勝
し
た
。

　

Ｃ
ク
ラ
ス
で
は
、
今
回
は

８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
と
い
う
変

則
的
な
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
た

た
め
、
長
時
間
の
大
激
戦
が

何
試
合
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、

そ
の
中
で
見
事
、
髙
原
將
光

会
員
と
植
月
沙
知
会
員
の
ペ

ア
が
優
勝
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
決
定
後

は
、
各
自
自
由
に
対
戦
や
練

習
を
行
い
、
約
６
時
間
に
わ

た
っ
て
本
ク
ラ
ブ
今
年
初
の

テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
だ
。

　

当
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

定
期
的
な
練
習
会
だ
け
で
な

く
、
裁
判
所
戦
や
税
理
士
戦

な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
レ

ベ
ル
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る

会
に
な
っ
て
お
り
、
ご
家
族

の
方
と
そ
ろ
っ
て
の
参
加
も

大
歓
迎
で
あ
る
。
興
味
を
持

た
れ
た
方
は
佐
藤
裕
会
員
ま

で
ご
一
報
を
。

（
会
員　

嶋
村　

昂
彦
）

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ

と
え
に
、
周
囲
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
か
な
パ
ブ

の
先
輩
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、

事
務
局
や
同
期
、
果
て
に
は

後
輩
に
ま
で
助
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
感
謝
の
念
に
堪

え
な
い
。
ま
た
事
務
所
外
の

先
輩
や
同
期
に
も
、
時
に
は

愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
い
、
時

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

こ
と
で
、
何
と
か
２
年
間
、

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た

（
特
に
チ
ュ
ー
タ
ー
の
先
生

方
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
）。

　

今
後
は
、
司
法
過
疎
地
域

に
お
け
る
数
少
な
い
弁
護
士

と
し
て
、
重
大
な
責
任
を
担

っ
て
い
く
こ
と
に
は
な
る

が
、
か
な
パ
ブ
で
の
経
験
を

活
か
し
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

ラ
ブ
が
新
入
会
員
に
熱
烈
ア

ピ
ー
ル
を
繰
り
広
げ
た
。
そ

れ
以
外
の
時
間
で
は
、
会
場

で
名
刺
交
換
し
な
が
ら
知
り

合
い
の
輪
を
広
げ
る
な
ど
の

新
入
会
員
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
隙
間
を
ぬ
っ

て
開
催
で
き
た
こ
の
会
を
き

っ
か
け
に
、新
入
会
員
に
は
、

楽
し
く
豊
か
な
か
な
べ
ん
ラ

イ
フ
を
末
永
く
満
喫
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で

あ
る
。（会

員　

石
塚　

陽
子
）

り
、
待
機
時
間
で
は
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
十
分

留
意
す
る
よ
う
に
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　

初
打
会
は
あ
ら
か
じ
め
ペ

ア
を
決
め
、
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
、
ダ
ブ
ル
ス
の
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、Ｂ
ク
ラ
ス
で
は
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
る
決

勝
が
行
わ
れ
た
。

　

Ａ
ク
ラ
ス
で
は
、
白
熱
し

た
ラ
リ
ー
の
続
く
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
試
合
展
開
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
野
村
遥
祐
弁
護
士
と

中
村
勘
太
郎
弁
護
士
の
ペ
ア

が
優
勝
し
た
。

　

Ｂ
ク
ラ
ス
は
、
参
加
チ
ー

ム
が
各
ク
ラ
ス
で
最
も
多
い

激
戦
区
と
な
り
な
が
ら
も
、

大
川
宏
之
会
員
親
子
の
ペ
ア

横浜にしばしの別れ

乾杯の発声をする髙岡常議員会議長

久
し
ぶ
り
の

新
年
宴
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会

高梁に旅立ちますかな
パブ最

前線

　

デ
ス
ク　

久
保　

義
人

　

記　

者　

青
山　

良
治

　
　
　
　
　

田
鍋　

智
之

　
　
　
　
　

小
野　

航
平

　
　
　
　
　

土
居　

久
子

　
　
　
　
　

飯
島　

麻
樹

　
　
　
　
　

中
込　

竜
司

岡山弁護士会　会員　水谷　寛

初打会
横浜法曹テニス倶楽部 久しぶりの
マスク

しっかり
で！！


